
【
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
！
】

　

火
災
発
生
時
は
、
早
期
発
見
・
通

報
が
重
要
で
す
。
火
災
を
発
見
し
た

ら
躊ち

ゅ
う
ち
ょ躇せ

ず
、
す
ぐ
に
１
１
９
番
通

報
し
て
く
だ
さ
い
。

　

消
防
法
改
正
に
よ
り
、
一
般
家
庭

も
住
宅
用
火
災
警
報
器
等
の
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
警
報
器

の
お
陰
で
ボ
ヤ
で
済
ん
だ
事
例
も
あ

り
ま
す
。
未
設
置
の
家
庭
は
早
め
に

取
り
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

身
近
に
発
生
す
る
火
災
の
原
因
と

そ
の
予
防
方
法
に
つ
い
て
、
筑
西
市

内
を
管
轄
す
る
筑
西
消
防
署
の
柴
管

理
課
長
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

【
※
た
き
火
か
ら
の
引
火
に
注
意
！
】

　

市
内
で
多
く
見
ら
れ
る
火
災
原
因

で
す
。
火
が
消
え
た
と
思
っ
て
そ
の

場
か
ら
離
れ
て
も
、
実
は
消
火
が
不

十
分
で
、
風
に
乗
っ
た
火
種
が
建
物

に
引
火
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

最
初
か
ら
最
後
ま
で
目
を

離
さ
ず
、
後
始
末
は
し
っ

か
り
し
ま
し
ょ
う
！

【
実
は
多
い
放
火
に
注
意
！
】

　

火
の
気
の
な
い
と
こ
ろ
に
火
災
が

発
生
す
る
事
例
が
あ
り
ま
す
。

家
や
店
舗
の
周
り
に
、
段

ボ
ー
ル
な
ど
の
燃
え
や
す

い
物
を
置
か
な
い
よ
う

に
、
常
に
片
付
け
ま
し
ょ
う
！

消消
防

　

平
成
23
年
中
に
市
内
で
発
生
し
た

火
災
は
52
件
で
、
22
年
中
に
発
生
し

た
37
件
を
15
件
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

内
訳
は
、
建
物
火
災
40
件
、
車
両

火
災
５
件
、そ
の
他
の
火
災
が
７
件
。

出
火
原
因
は
、
た
き
火
と
放
火
（
疑

い
含
む
）
が
多
く
見
ら
れ
、
コ
ン
ロ

や
タ
バ
コ
が
後
に
続
き
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
の
火
災
発
生
件
数
は

10
月
14
日
現
在
34
件
と
、
乾
燥
季
を

前
に
22
年
の
発
生
件
数
に
近
づ
き
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　

秋
季
全
国
火
災
予
防
週
間
（
11
月

９
日
〜
15
日
）
の
期
間
中
、
午
前
７

時
に
防
災
無
線
に
よ
る
サ
イ
レ
ン
を

吹
鳴
し
ま
す
。
ま
た
、
消
防
自
動
車

に
よ
る
火
災
予
防
啓
発
パ
レ
ー
ド
も

行
い
ま
す
の
で
、
火
災
と
間
違
え
な

い
で
く
だ
さ
い
。犯犯
　　　安心・安全なくらしのために特集

市
内
の
火
災
発
生
状
況

市
内
で
の
火
災
予
防
運
動
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

筑西広域市町村圏事
務組合筑西消防署
管理課長

 柴
しば

  修
しゅういち

一さん

問
い
合
わ
せ

筑
西
消
防
署  

☎
24

−

４
５
０
４

全
国
統
一
防
火
標
語

火
災
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に

ポイント

【
危
な
い
の
は
“
寝
タ
バ
コ
”
だ
け

じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
！
】

　

タ
バ
コ
は
、
し
っ
か
り
処
分
し
な

い
と
火
災
に
つ
な
が
る
場
合
が
あ
り

危
険
で
す
。
例
え
ば
、
他
の
ゴ
ミ
が

入
っ
た
袋
に
一
緒
に
入
れ
た
た
め
に

出
火
し
た
り
、
ガ
ラ
ス
の
灰
皿
に
吸

い
殻
を
大
量
に
放
置
し
た
た
め
に
熱

を
も
ち
、
ガ
ラ
ス
が
割
れ
て
畳
に
引

火
す
る
な
ど
、
予
想
外
の
火
災
に
つ

な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

灰
皿
は
こ
ま
目
に
掃
除
し
、
水

で
完
全
に
消
火
し
て
か
ら
捨
て

る
な
ど
工
夫
し
ま
し
ょ
う
！

ポイント

ポイント

　筑西市消防団は、平成 17 年の４市町合併
と同時に新たに誕生しました。現在は43分団、
団員 834人で構成。団員はみな会社員や自営
業の人など、有志からなります。
　消防団の活動といえば、火災発生時の消火
活動です。火災が発生すると、消防団員が各
自集合してポンプ車を出動させ、消防署と協
力して消火活動に努めます。
　また、水防訓練や操法訓練の他、各小学校
の防災訓練（関連：表紙）にも参加し、市民
の防災意識の高揚にも一役買っています。

　そう語るのは、筑西市消
防団長の富田さん。25 歳
で入団し、団員や家族に支
えられながら活動を続けて
きました。
「災害のない町を目指し

て、一緒に地域を守りませんか。市民の安全
と絆を守る消防団に、ぜひ参加してください」。

地域を守る
みんなで守る 消 防 団

市民の安心・安全を守る
ことが、消防団員として
のやりがいです。

筑西市消防団長

富
と み た

田 宏
ひ ろ し

司さん

「
消
す
ま
で
は  

出
な
い
行
か
な
い  

離
れ
な
い
」

　
11
月
９
日
〜
15
日
は
、
秋
季
全
国
火
災
予
防
週
間
で
す
。
火
災
が
発

生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
が
必
要
で
す
。

※現在、野焼きは原則禁止されています。詳しくは、「ピープルお知らせ版」10月 15日号をご覧ください。



犯

【
振
り
込
め
詐
欺
に
つ
い
て
も
注
意

を
払
い
ま
し
ょ
う
】

　

色
々
な
手
口
の
振
り
込
め
詐
欺
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
、
あ
ら

か
じ
め
家
族
で
被
害
防
止
対
策
を
話

し
合
っ
て
お
く
。
犯
人
の
巧
妙
な
話

術
や
犯
行
手
口
で
被
害
に
あ
う
事
例

が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
常
時
留
守

番
電
話
に
設
定
し
て
お
き
、
犯
人
と

の
直
接
会
話
を
遮
断
す
る
な
ど
被
害

防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ら
の
被
害
の
大
き
な
特
徴

は
、
無
締
ま
り
、
つ
ま
り
鍵
を
か
け

ず
に
被
害
に
あ
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

空
き
巣
の
約
45
％
、
自
転
車
盗
の

74
％
、
忍
び
込
み
に
あ
っ
て
は
な
ん

と
１
０
０
％
が
鍵
を
か
け
な
い
で
被

害
に
あ
っ
て
い
ま
す
。　

　

県
内
の
刑
法
犯
の
認
知
件
数
は
、

平
成
14
年
に
６
７
，
０
０
０
件
余
り

を
記
録
し
ま
し
た
。

　

犯
罪
件
数
の
多
さ
か
ら
「
地
域
の

安
全
は
自
分
た
ち
で
」
と
叫
ば
れ
る

よ
う
に
な
り
、
自
主
防
犯
活
動
団
体

が
年
々
増
加
し
、
警
察
と
の
連
携
を

図
っ
て
防
犯
対
策
を
と
っ
て
き
た
結

果
、
平
成
15
年
か
ら
昨
年
ま
で
犯
罪

が
減
少
し
て
き
ま
し
た
。

　

筑
西
警
察
署
管
内
で
も
同
様
に
減

少
し
、
昨
年
は
１
，
４
９
６
件
と
筑

西
警
察
署
と
な
っ
て
か
ら
初
め
て

１
，
５
０
０
件
を
割
り
ま
し
た
。
今

年
も
昨
年
を
下
回
る
ペ
ー
ス
で
推
移

し
て
い
ま
す
。

市
民
安
全
課　
内
線
４
５
８

問
い
合
わ
せ

　　　安心・安全なくらしのために特集

 

筑
西
警
察
署
管
内
の
刑
法
犯

 

は
昨
年
「
１
，
４
９
６
件
」

 

一
つ
一
つ
の
事
件
の
実
態
を

 

見
て
み
る
と

　

犯
罪
件
数
は
減
少
し
て
い
ま
す

が
、
一
つ
一
つ
の
事
件
を
見
て
み
る

と
、
空
き
巣
、
忍
び
込
み
、
車
上
狙

い
、
乗
り
物
盗
が
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街

　
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
は

み
ん
な
の
願
い
で
す
。車上荒らしがあなたの

車を狙っています

 「
侵
入
犯
罪
」
防
止
対
策

ポイント
【
家
の
窓
の
す
べ
て
に
鍵
を
】

　
　
　
　
空
き
巣
の
犯
行
時
間
は

　
　
　
　
非
常
に
短
く
、
わ
ず
か
10

　
　
　
　

分
程
度
。「
ち
ょ
っ
と
そ

こ
ま
で
」
と
つ
い
鍵
を
か
け
な
か
っ

た
と
き
に
狙
わ
れ
る
の
で
す
。

第
一
の
防
犯
方
法
は
家
の
鍵
を
す
べ

て
か
け
る
こ
と
で
す
。

【
見
通
し
の
良
い
外
構
え
を
】

塀
や
ベ
ラ
ン
ダ
の
囲
い
は
、
死
角
に

な
ら
な
い
よ
う
に
格
子
タ
イ
プ
に
す

る
の
が
効
果
的
で
す
。

ま
た
、
多
額
の
現
金
は
家
の
中
に
保

管
せ
ず
、
通
帳・印
鑑・キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
は
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
保
管
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
泥
棒
が
嫌
が
る
家
に
し
ま
し
ょ
う
】

ト
イ
レ
や
浴
槽
の
窓
に
は

格
子
を
設
置
す
る
、
２
階

以
上
へ
の
侵
入
の
足
場
を

つ
く
ら
な
い
、
窓
に
は
二
重
ロ
ッ
ク

を
す
る
、
家
の
周
り
の
照
明
を
明
る

く
す
る
、
敷
地
の
周
り
に
は
死
角
を

な
く
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
車
の
中
に
は
物
を
置
か
な
い
】　
　

車
上
狙
い
は
、
ス
ー
パ
ー

等
の
駐
車
場
よ
り
も
個
人

宅
や
ア
パ
ー
ト
駐
車
場
で

の
被
害
が
多
く
、
ほ
と
ん
ど
が
窓
ガ

ラ
ス
を
叩
き
割
ら
れ
て
い
ま
す
。
中

に
は
空
の
段
ボ
ー
ル
１
個
を
積
ん
で

い
た
だ
け
で
窓
ガ
ラ
ス
を
割
ら
れ
た

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
筑
西
警
察
署

で
は
「
車
の
中
に
は
貴
重
品
は
置
か

な
い
」
で
は
な
く
、「
車
の
中
に
は

物
を
置
か
な
い
」
運
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

ポイント

そ
の
振
り
込
み

ち
ょ
っ
と
待
っ
た
！

ポイント

いろいろな手口の「振り込
め詐欺」が後を絶ちません。
対応は落ち着いて。

防防



平成 23 年度の一般会計、特別会計、公
営企業会計（水道事業、病院事業）の決
算がまとまり、市議会 9 月定例会で認
定されましたのでお知らせします。

決算報告
平成23年度

市税
151 億 203 万 3 千円

（36.6％）

地方交付税
86 億 7,049 万 5 千円

（21.0％）

市債
36 億 4,360 万円

（8.8％）

国庫支出金
51 億 2,338 万 5 千円

（12.4％）

県支出金　29 億 412 万 8 千円（7.0％）
繰越金　15 億 2,260 万 4 千円（3.7％）

地方消費税交付金　10 億 1,542 万 7 千円（2.5％）
諸収入　11 億 1,760 万 6 千円（2.7％）

地方譲与税　7 億 1,294 万 4 千円（1.7％）

その他　
14 億 7,551 万 1 千円

（3.6％）

歳 入

特別会計決算（前年度比較）
歳　入 23 年度 22 年度 増減額 伸率

国民健康保険 12,483,437 12,200,467 282,970 2.32
老人保健 0 3,492 △ 3,492 △100.00
後期高齢者医療 1,711,008 1,662,663 48,345 2.91
公共下水道事業 2,357,666 2,430,197 △ 72,531 △ 2.98
農業集落排水事業 726,113 724,632 1,481 0.20
八丁台土地区画整理事業 393,672 319,469 74,203 23.23
駐車場事業 41,327 87,058 △ 45,731 △ 52.53
介護保険 6,576,155 6,417,429 158,726 2.47
介護サービス事業 75,464 71,020 4,444 6.26

計 24,364,842 23,916,427 448,415 1.87

歳　出 23 年度 22 年度 増減額 伸率
国民健康保険 11,922,125 11,878,578 43,547 0.37
老人保健 0 3,492 △ 3,492 △ 100.00
後期高齢者医療 1,690,816 1,609,811 81,005 5.03
公共下水道 2,252,226 2,358,376 △ 106,150 △ 4.50
農業集落排水 693,873 675,747 18,126 2.68
八丁台土地区画整理事業 387,597 292,450 95,147 32.53
駐車場事業 31,373 76,023 △ 44,650 △ 58.73
介護保険 6,443,598 6,211,201 232,397 3.74
介護サービス事業 61,771 63,265 △ 1,494 △ 2.36

計 23,483,379 23,168,943 314,436 1.36

（単位：千円・％）

（単位：千円）参考：平成 22 年度　決算状況

一般会計決算

412 億 8,773 万３千円

歳　入 22 年度
市税 14,595,121
地方交付税 8,307,323
国庫支出金 4,988,521
市債 3,920,900
県支出金 2,479,582
繰越金 2,073,730
地方消費税交付金 1,025,147
諸収入 834,699
地方譲与税 728,603
その他 1,897,519

計 40,851,145

歳　出 22 年度

民生費 11,832,227

総務費 8,044,595

教育費 4,423,926

公債費 4,346,921

衛生費 3,605,601

土木費 3,480,495

消防費 1,745,976

農林水産業費 1,369,960

その他 478,840

計 39,328,541

歳
入
決
算
の
状
況

　

平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算

は
、
歳
入
決
算
額
が
前
年
度
比
１・
１
％

増
の
４
１
２
億
８
７
７
３
万
３
千
円
、
歳

出
決
算
額
が
前
年
度
比
１・
８
％
減
の

３
８
６
億
９
８
７
万
７
千
円
で
あ
り
、
歳

入
歳
出
差
引
額
は
26
億
７
７
８
５
万
６
千

円
、
翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き
財
源

２
億
８
７
７
３
万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収

支
額
は
、
23
億
９
０
１
２
万
６
千
円
の
黒
字

と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
人
口
減

少
や
地
域
経
済
の
停
滞
な
ど
、
本
市
を
取
り

巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ

り
、
財
政
運
営
は
今
後
厳
し
さ
を
増
し
て
い

く
も
の
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
法
人
市
民
税
が

２
億
５
５
５
３
万
３
千
円
の
増
等
に
よ
り

市
税
全
体
で
は
５
億
６
９
１
万
２
千
円
、
新

設
の
震
災
復
興
特
別
交
付
税
に
よ
り
地
方

交
付
税
が
３
億
６
３
１
７
万
２
千
円
、
県
支

出
金
が
４
億
２
４
５
４
万
６
千
円
の
そ
れ

ぞ
れ
増
、
繰
越
金
が
５
億
５
１
１
２
万
６
千

円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
教
育
費
が
８
億
４

８
２
７
万
９
千
円
、
衛
生
費
が
４
億
４
８

０
３
万
３
千
円
、
民
生
費
が
２
億
３
３
５

７
万
９
千
円
の
そ
れ
ぞ
れ
増
と
な
り
、
総

務
費
が
26
億
４
０
９
４
万
１
千
円
、
土
木

費
が
４
億
６
７
６
２
万
円
、
消
防
費
が
１

億
２
１
４
７
万
８
千
円
の
そ
れ
ぞ
れ
減
と

な
り
ま
し
た
。
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財政健全化指標等の状況

　福祉、教育、まちづくりなどを行う一般会計な
どの赤字の程度を指標化し、財政運営の深刻度を
示すのが 「実質赤字比率」です。
早期健全化基準 12.06　財政再生基準 20.00

該当なし実質赤字比率

　特別会計や公営企業を含むすべての会計の赤字
や黒字を合算して、市全体としての赤字の程度を
指標化し、全会計の財政運営の深刻度を示すのが

「連結実質赤字比率」です。
早期健全化基準 17.06　財政再生基準 30.00

該当なし連結実質赤字比率

　市の借入金にかかる元金及び利息の支払いにか
かる経費の合計額が標準財政規模※に対してどのく
らいの比率になっているかをみるもので、資金繰
りの危険度を示すのが「実質公債費比率」です。
※標準財政規模…通常収入されるであろう経常的
な一般財源（税や交付金等）の規模。本市の平成
23 年度標準財政規模は 253 億 3,333 万円。
早期健全化基準 25.00　財政再生基準 35.00

14.0実質公債費比率

　市の借金や将来支払わなければならない負担金
などの残高の程度を指標化し、将来財政を圧迫す
る可能性が高いかどうかを示すのが「将来負担比
率」です。　早期健全化基準 350.0　

48.6将来負担比率

　公営企業の資金不足を、料金収入の規模と比較
して指標化し、経営状況の深刻度を示すのが「資
金不足比率」です。　経営健全化基準 20.00　

※平成 24 年３月１日現在の常住人口から算出

資金不足比率 該当なし

平成 23 年度決算に基づく

本市では、いずれの指標も国が定める財政の早
期健全化や再生を図る基準を下回っています。

■市税負担額　
　14 万 840 円
市民税 ６万 6,028 円（46.9％）

その他 １万 4,054 円（10.0％）

福祉や教育、住環境の整備など一般
会計の合計（特別会計、企業会計を
除く）

固定資産税 6 万 758 円（43.1％）

■行政サービス費用　
　36 万 72 円

総務費
54 億 365 万 4 千円

（14.0％）教育費
52 億 7,220 万 5 千円

（13.7％）

公債費
43 億 5,078 万 6 千円

（11.3％）

土木費
30 億 1,287 万 5 千円

（7.8％）

消防費  16 億 2,449 万 8 千円（4.2％）
農林水産業費 13 億 8,590 万 4 千円（3.6％）

その他
14 億 4,051 万 5 千円

（3.7％）

歳 出

歳 出 23 年度 22 年度 増減額 伸率

水道 3,263,814 3,109,113 154,701 4.98

  収益 1,905,015 1,892,340 12,675 0.67

  資本 1,358,799 1,216,773 142,026 11.67

病院 2,280,081 1,972,674 307,407 15.58

  収益 1,788,070 1,919,281 △ 131,211 △ 6.84

  資本 492,011 53,393 438,618 821.49

合計 5,543,895 5,081,787 462,108 9.09

（単位：千円・％）

歳 入 23 年度 22 年度 増減額 伸率

水道 2,417,062 2,469,649 △ 52,587 △ 2.13

  収益 2,018,382 2,098,894 △ 80,512 △ 3.84

  資本 398,680 370,755 27,925 7.53

病院 2,318,663 1,991,836 326,827 16.41

  収益 1,826,650 1,938,437 △ 111,787 △ 5.77

  資本 492,013 53,399 438,614 821.39

合計 4,735,725 4,461,485 274,240 6.15

企業会計決算（前年度比較）

一般会計決算

市民１人当たりの市税負
担と行政サービス費用

平成23年度実施した新規事業
○男女共同参画都市宣言事業　　　○住宅リフォーム助成事業

○基幹系業務システム再構築事業　○農業支援センター事業

○プレミアム商品券発行助成事業　○福祉相談窓口事業

○下館駅周辺整備事業（設計業務）○健康相談 24事業

○川島出張所整備基本構想策定事業

○認定こども園せきじょう管理運営事業

○子宮頸がん等ワクチン接種緊急促進事業

386 億 987 万円 7 千円

民生費
120 億 6,580 万 6 千円

（31.3％）衛生費
40 億 5,363 万 4 千円

（10.5％）




